
 

 

 

平成２７年６月８日朝礼 

施設長 桑原英眞  

 

私達の仕事はあるものさがし 

 

私達の身近にあっても以外と気づかない、すばらしいことやすてきなことは

沢山あります。 

今、食べ物の地産地消、再生エネルギー利用、医療看護介護福祉の地域包括

ケアなど様々な視点で見直そうという社会の動きが出て来ています。 

私達老健のお仕事は利用者の方々の広い意味での生活リハビリのお手伝いと

いうことですが、視点を変えるとそれぞれの利用者の方々がもっている能力を

探し出してその時その場でのそれなりの自立に向けた日常生活に役立てられる

ようにする、ということではないでしょうか。地域包括ケアも自分の目先のも

のだけでなく地域にも目を向けて活用できるものを活用していきましょう、と

いうことでしょう。 

ある作業療法士の方が、ないものねだりではなくあるもの探しをしましょう、

とおっしゃっていました。ないものをあるように努力することも人生には価値

あることでしょうが、もっと大事なことは既にある身近の価値に気づくことで

しょう。 

私達スタッフは、いずれはやがて未来の被介護者になる現在の介護者です。

私達の人生の先輩である現在の被介護者の皆さんに、まず尊厳を忘れず、そし

て安心と満足を味わって頂ける様に常に工夫をしながら業務に専念致致しまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老人保健施設一羊館の理念 

利用者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！ 

 

一羊館の行動指針 

私たちは、保健・医療・福祉の架け橋のプロに徹します。 

私たちは、利用者の QOL・職員の QOL・健全経営の３立を目指します。 

私たちは、質向上のために日々の小さな工夫を忘れません。 


